
第三者認証ＧＡＰ取得等促進事業（継続） 

 

１ 趣    旨 

 産地の信頼回復・向上を図るため、産地における安全性確保の取組を客観的に説明できる第三者認証ＧＡＰ等の導入を推進するとと

もに、ＧＡＰの意義や取組内容を消費者等に発信する。 

 

２ 事 業 内 容 

（１）第三者認証ＧＡＰ等の導入支援 

   第三者認証ＧＡＰ等の認証取得や維持に係る経費を支援する。 

（２）産地のＧＡＰ指導体制の構築 

   産地におけるＧＡＰの実践及び認証取得の拡大に向けて、指導員の養成、産地の点検・指導、研修会の開催等に取り組む。 

（３）ＧＡＰの見える化による消費者の理解促進 

   産地、生産者の取組を消費者等に発信するホームページの運営、パンフレットの発行、現地見学会の開催等に取り組む。 

 

３ 事業実施主体 

２の（１） 農業者、出荷団体、農業法人等   

２の（２） ウ 県域農業団体、県域出荷団体等 エ 市町村 

 

４ 予 算 額   ２９９，０９２千円 

 

５ 補 助 率   ２の（１）定額  ２の（２）ウ、エ 定額 

 

６ 事業実施期間   平成２８年度～令和３年度 

 

【担当課：農業支援総室環境保全農業課 ０２４－５２１－７３４２】  
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GAP認証取得者

令和3年度第三者認証GAP取得等促進事業
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287件■県内のGAP認証件数
10件(H29.3)

→287件(R2.9)
うちFGAPは86件

■認証面積 2,727ha(R2.9)

現状
・認証GAPを導入している農場は全体の4％(作付面積ﾍﾞｰｽ)
・先進的な個別農家の取組が主で、産地全体の取組となっていない

⇒GAP認証取得の拡大〔施策   〕
・認証取得者の90％以上が認証経費が高いと認識
経費に見合うメリットを実感するまでには一定の時間が必要

・消費者、食品・流通事業者の理解が不十分⇒GAPの定着〔施策   〕

課題

施策

食品・
流通事業者
消費者

推進対象者
担い手、生産部会等

第三者認証GAP
(GLOBAL/ASIA/J）

さらに
経営改善を目指す

生産者

ふくしま県GAP
〔FGAP〕

【期待される効果】
・産地の信頼向上
・継続的経営改善
・生産体制強化

推進対象者・指導員等に優良事例をフィードバック

持続可能な
農業経営の確立

 FGAPの推進
・放射性物質対策を風化
させないため導入を推進

・GAPに不慣れな生産者に
導入を推進

・産地・グループの取組を
重点的に支援

・認証取得経費補助

 第三者認証GAPの推進
・販路拡大、輸出等を
志向する生産者に導入
を推進

・認証取得経費補助

 GAP実践への支援
・指導員による現地指導
・セミナー等の開催
・認証継続経費補助

 食品･流通事業者等の
認知度向上

・HP、イベント等を通して
認証取得者の取組を発信

・事業者等とのマッチング

 認証取得意欲の醸成
・GAP指導員による推進
・セミナー等開催
・優良事例の発信

 経営改善への支援
（他課との連携）
・生産体制・輸出体制強化
（園芸課）

・販売促進（農産物流通課）
・新品種種苗の供給
（水田畑作課ほか）

流通・消費ニーズを
把握し、産地へ提供
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